
毎
日
、
火
力
発
電
、
工
場
、

自
動
車
、
な
ど
石
油
や
石
炭
な

ど
の
化
石
燃
料
か
ら
発
生
す
る

Ｓ
Ｏ
Ⅹ
（
硫
黄
酸
化
物
）
や
Ｎ

〇
Ｘ
（
窒
素
酸
化
物
）
は
強
い

酸
性
雨
を
降
ら
せ
、
Ｃ
Ｏ
２

（
二
酸
化
炭
素
）
は
、
地
球
温

暖
化
現
象
を
引
き
起
こ
し
て
い

ま
す
。

石
油
や
石
炭
な
ど
の

化
石
燃
料
の
埋
蔵
量
に
は
限
界

が
あ
り
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

水
力
発
電
（
ダ
ム
）
の
建
設

に
は
長
い
年
月
や
膨
大
な
費
用
、

地
理
条
件
、
自
然
へ
与
え
る
影

響
な
ど
も
、
大
き
い
事
で
増
や

す
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
原
子
力
発
電
は
原
発
事
故

や
茨
城
県
東
海
村
の
事
故
、
地

震
の
影
響
な
ど
が
あ
り
、
様
々

な
世
論
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

一
般
に
割
安
と
言
わ
れ
る
原

発
発
電
コ
ス
ト
に
は
使
用
済
み

核
燃
料
の
処
分
に
対
す
る
数
十

兆
円
の
費
用
は
含
ま
れ
て
お
ら

ず
、
地
中
深
く
に
埋
蔵
し
て
も

放
射
能
が
無
力
に
な
る
に
は
長

い
年
月
が
必
要
だ
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

そ
こ
で
太
陽
光
発
電
は
、
Ｃ

Ｏ
や
Ｓ
Ｏ
Ⅹ
な
ど
が
一
切
発
生

し
な
い
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
太
陽
が
あ
る
限
り
永
続
的
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
得
ら
れ
ま
す
。

一
人
一
人
が
地
球
温
暖
化
を

意
識
し
て
節
電
や
太
陽
光
発
電

に
取
り
組
め
ば
少
し
で
も
温
度

上
昇
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
ね
。

地
球
か
ら
見
て
、

太
陽
と
反
対
側
の
宇

宙
空
間
に
は
、
地
球

の
影
が
の
び
て
い
ま

す
。
こ
の
影
の
中
を

月
が
と
お
る
と
き
、

月
食
（
げ
っ
し
ょ
く
）

が
起
こ
り
ま
す
。

八
月
二
十
八
日
の
夕
方
、
月

が
こ
の
地
球
の
影
に
入
っ
て
、

月
全
体
が
暗
く
な
る
、
皆
既
月

食
（
か
い
き
げ
っ
し
ょ
く
）
が

起
こ
り
ま
す
。

六
時
す
ぎ
に
、
左
半
分
が
暗

く
な
っ
た
月
が
の
ぼ
っ
て
き
て
、

七
時
ご
ろ
に
は
、
月
全
部
が
暗

く
な
っ
て
、
八
時
ご
ろ
か
ら
、

左
側
か
ら
明
る
く
な
っ
て
、
九

時
す
ぎ
に
は
、
ふ
つ
う
の
満
月

に
も
ど
り
ま
す
。

図
は
「
月
食
」
の
様
子
で
す
。

ド
イ
ツ
ベ
チ
ェ
の

放
送
を
紹
介
し
ま
す
。

ベ
リ
ー
カ
ー
ド(

受

信
証
）
が
今
年
の
五
月

に
届
き
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
あ
ま
り
聞
く
こ
と

も
な
く
、
最
近
、
ど
ん

な
番
組
が
放
送
さ
れ
て

い
る
の
か
受
信
し
て
み

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
、

ド
イ
ツ
民
謡
と
ブ
レ
ー

メ
ン
の
音
楽
隊
の
朗
読

が
あ
り
、
画
像
が
な
く

て
も
想
像
で
ド
イ
ツ
の

森
の
中
の
様
子
が
わ
か
る
よ
う

で
楽
し
め
ま
し
た
。
日
本
語
と

ド
イ
ツ
語
、
英
語
で
聞
く
こ
と

が
で
き
、
五
メ
ガ
帯
だ
と
安
定

し
て
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

小
型
ラ
ジ
オ
で
も
、
ア
ン
テ

ナ
次
第
で
入
感
し
ま
す
。

あ
し
が
く
ぼ

渓
谷
国
際
釣
場

木
も
れ
日
を
映
す
水
面
と
さ

わ
や
か
な
風
が
吹
き
抜
け
る
、

あ
し
が
く
ぼ
渓
谷
国
際
釣
場
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。

最
近
は
、
渓
流
釣
り
だ
け
で

は
な
く
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
設
備

の
あ
る
釣
り
場
に
く
る
と
、
無

性
に
肉
を
ジ
ュ
ウ
ジ
ュ
ウ
さ
せ

た
く
な
っ
た

り
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
、

食
堂
に
イ
ノ

シ
シ
汁
な
ん

て
、
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
も

あ
り
ま
す
が
、

天
気
の
良
い

日
に
は
河
原

で
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
お

す
す
め
し
ま

す
。
釣
場
入

口
に
は
各
種

定
食
が
揃
っ
た
食
堂
が
あ
る
。

時
間
釣
り
場
な
ら
短
時
間
で

も

楽
し
め
ま
す

。

釣
り
場
風
景

住
所埼

玉
県
秩
父
郡
横
瀬
町

芦
ヶ
久
保
一
〇
二
八

電
話〇

四
九
四-

二
四-

三
八
一
二

営
業
期
間

三
月
～
十
一
月

営
業
時
間

七
時
か
ら
十
五
時

定
休
日

無
休

対
象
魚

ヤ
マ
メ
、
ニ
ジ
マ
ス

放
流
時
間

一
日
釣
り
場

十
時
、
十
三
時

、
時
間
釣
り
場

九
時
以
降
一
時
間
毎
に
放
流

制
限

な
し

料
金

一
日
釣
り

ヤ
マ
メ
五

千
六
百
円
、
ニ
ジ
マ
ス
三
千
六

百
円
、

半
日
釣
り

ヤ
マ
メ
三
千
六
百

円
（
午
後
よ
り
）

時
間
釣
り

一
時
間
千
五
十
円

貸
竿
・
餌

一
本
二
百
円
、

交
換
五
十
円
、

イ
ク
ラ

三
百
円
、

ブ
ド
ウ
虫
な
ど
の
餌
の
用
意

も
さ
れ
て
ま
す
。

一組総支部の組合
員の皆さんの記事を
募集中です。出来事、
趣味、つり紀行、工
作、写真、旅行記、
何でも、
お寄せください。

次
回
は
、

家
庭
で
の

活
用
方
法

を
ご
案
内

し
ま
す
。

平
成
一
九
年
七
月
三
十
一
日

（
火
）
十
三
時
よ
り

十
四
階

職
員
課
打
合
せ
室

一
組
側
：
内
田
参
事
（
経
営
改

革
担
当
）
・
尾
崎
参
事
（
職
員

課
長
）
市
川
総
務
課
長
・
江
部

副
参
事
（
経
営
改
革
担
当
）

野
沢
施
設
管
理
部
管
理
課
長
・

松
本
労
務
担
当
課
長

組
合
側
：
一
組
総
支
部
執
行
部

当
局
側
：
清
掃
労
組
一
組
総
支

部
か
ら
清
掃
工
場
の
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
に
関
す
る
申
し
入
れ
を

し
た
い
と
の
要
求
が
あ
り
ま
し

た
の
で
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

組
合
側
：
今
月
の
二
十
七
日
に

第
十
七
回
一
組
総
支
部
委
員
会

を
開
催
し
、
当
局
に
対
し
「
清

掃
工
場
委
託
計
画
」
に
つ
い
て
、

計
画
の
見
直
し
を
求
め
る
要
請

を
す
る
こ
と
を
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

二
〇
〇
六
年
、
清
掃
事
業
が

区
へ
完
全
移
管
さ
れ
、
そ
の
中

で
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
前
提

と
し
た
清
掃
一
部
事
務
組
合
の

運
営
に
つ
い
て
、
我
々
は
清
掃

事
業
の
、
と
り
わ
け
中
間
処
理

に
お
け
る
清
掃
行
政
の
責
任
放

棄
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
反
対

し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
我
々
は
こ
の
間
、

社
会
的
な
情
勢
を
鑑
み
苦
渋
の

決
断
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

特
に
、
ベ
テ
ラ
ン
の
事
務
職
員

や
技
術
職
員
が
失
望
感
を
持
ち
、

一
組
か
ら
多
く
の
職
員
が
都
に

戻
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
や
、
三

年
や
五
年
の
区
か
ら
の
派
遣
に

よ
り

清
掃
一
部
事
務
組
合
の

根
幹
に
関
わ
る
事
務
処
理
等
の

継
承
が
大
き
く
損
な
わ
れ
て
い

る
現
状
に
つ
い
て
、
危
機
的
な

状
態
と
な
っ
て
い
る
事
実
を
訴

え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
す
ぐ
れ
た
技
能
を

も
っ
て
い
る
設
備
管
理
職
員
の

大
量
退
職
が
続
い
て
お
り
、
清

掃
工
場
運
営
に
関
わ
る
技
術
や

技
能
の
継
承
も
危
機
的
状
況
と

な
っ
て
い
る
事
実
を
訴
え
ま
す
。

し
か
も
、
一
昨
年
か
ら
の
練

馬
・
有
明
工
場
に
始
ま
っ
た
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
は
今
年
度
大

田
・
杉
並
工
場
へ
拡
大
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
事
業
運
営
の

質
的
低
下
を
す
で
に
も
た
ら
し

て
い
る
現
状
を
委
託
検
証
委
員

会
等
で
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
点
か
ら
、
来
年
度
に

つ
い
て
は
清
掃
工
場
の
委
託
計

画
を
凍
結
し
、
清
掃
一
部
事
務

組
合
の
足
腰
を
堅
牢
に
し
、
清

掃
行
政
を
よ
り
確
実
に
遂
行
出

来
る
よ
う
ア
ウ
ト
シ
ー
シ
ン
グ

の
提
案
を
し
な
い
よ
う
強
く
要

請
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

申
し
入
れ
書
を
提
出
し
た
う

え
で
、
主
旨
の
説
明
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

二
面
へ

ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
難
民
が
増
え

て
い
る
。
そ
れ
も
、
三
十
代
か

ら
五
十
代
に
多
い
と
い
う
。

こ
の
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
は
、
低

料
金(

千
円
か
ら
利
用
で
き
る
）

こ
と
も
あ
り
、
気
軽
に
入
る
こ

と
が
で
き
、
個
室
と
は
い
か
な

い
ま
で
も
、
パ
ソ
コ
ン
、
雑
誌
、

気
兼
な
く
、
自
由
に
過
ご
せ
る

施
設
で
あ
る
。
こ
こ
を
住
居
代

わ
り
に
し
て
、
働
く
人
々
を
呼

ぶ
の
だ
そ
う
で
す
。
確
か
に
、

休
憩
し
た
り
、
仕
事
の
用
事
で
、

パ
ソ
コ
ン
利
用
す
る
の
に
は
い

い
が
、
こ
こ
を
本
拠
地
に
す
る

に
は
、
い
か
が
な
も
の
か
と
思

う
。
こ
の
厳
し
い
、
世
の
中
で

人
生
、
社
会
、
福
祉
、
教
育
、

仕
事
、
家
庭
環
境
な
ど
は
昔
か

ら
努
力
し
て
築
く
こ
と
が
大
人

の
自
覚
で
あ
る
と
思
う
が
。

一組総支部

事務局

一組本庁支部内

fax6238-0504

tel6238-0502

e-mail

seisou-ichkumi

@w7.dion.ne.jp

一組総支部

執行委員長

岩田正隆

副委員長

教宣担当

山下秀男

編集

教宣部長

福田雄一

○お役に立つ

中央

労動金庫

全労済

東京都本部

セレモア

つくば

詳細は

支部役員へ

各委員会
８月１７日
一組総支部執行

委員会
当局交渉

２４日
中央委員会
２５日

一組総支部執行
委員会

３０日
一組総支部常任

委員会
９月７日
野球部
キャプテン会議

ＳＫホール

２００７年８月２０日 東京清掃労働組合 一組総支部機関紙 一組総支部通信 第１６号

行動予定

東京二十三区清掃…部事務組合
管理者 多田正見様

2007年8月10日
東京清掃労働組合 一組総支部

委員長 岩田 正隆
9月30日の筆記試験より、本年

度の技能主任選考が始まります。
特別昇格制度の経過措置期間が

終わりに近づきつつある今、技能
主任選考に対する職員の声は一層
切実なものとなっています。私た
ちは、一組に勤務する全ての技能
系職見が将来の生活設計見通しが
たてられ、安心して職務を遂行で
きるようにすること、また共同作
業の多い工場職場では技能主任選
考に関しては、特にベテラン職員
の知識、経験を重視するなど、民
主的に行われるよう要求します。

記
1、技能主任合格者決定にあたっ
ては、年齢・職歴・受験回数を考
慮し、それらの多いものを優先す
ること。また、一組の特殊事情に
鑑み、合格人数は15名にこだわら
ず、より多くの職員を合格させる
こと。
2、選考とりわけ9月30日の筆記試
験に当たっては、勤務にあたる係
の出勤人数が確保できないため、
選考応募者が受験できない事態が
ないようにすること。
3、選考応募者に対する管理職の
指導に、職場ごとのばらつきが見
られる。特に職場管理職が年齢層
の高いベテラン職員の合格指導に
全力をあげる体制を作ること。

貫徹



一
面
よ
り

二
〇
〇
七
年
七
月
三
十
一
日

東
京
清
掃
労
働
組
合

一
組
総
支
部

委
員
長

岩
田

正
隆

東
京
二
十
三
区

清
掃
一
部
事
務
組
合
管
理
者

多
田

正
見

様

平
成
二
十
年
度

清
掃
工
場
委
託
計
画
の

見
直
し
を
求
め
る
要
請
書

日
頃
の
貴
職
の
清
掃
事
業
に

対
す
る
尽
力
に
敬
意
を
表
し
ま

す
。
さ
て
、
長
年
に
亘
り
直
営

に
よ
る
安
定
で
安
全
な
換
業
を

行
っ
て
き
た
清
掃
工
場
の
運
営

は
、
今
大
き
な
変
化
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
品
川
工
場
の
直
営

化
に
端
を
発
し
た
工
場
委
託
化

の
流
れ
は
、
平
成
十
八
年
度
に

練
馬
、
有
明
工
場
に
運
転
管
理

等
の
業
務
委
託
が
導
入
さ
れ
、

今
年
度
は
更
に
杉
並
、
大
田

工
場
の
運
転
管
理
等
の
業
務
委

託
へ
と
拡
大
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
私
た
ち
は
、
と
り

わ
け
工
場
で
働
く
仲
間
の
切
実

な
声
と
危
倶
の
念
を
受
け
、
ま

た
、
心
あ
る
市
民
団
体
、
区
議

会
議
員
と
連
帯
し
な
が
ら
、
清

掃
全
体
の
取
り
組
み
と
し
て
、

工
場
の
運
営
を
民
間
に
委
ね
る

こ
と
の
問
題
性
を
あ
ら
ゆ
る
場

を
通
し
て
訴
え
て
き
ま
し
た
。

一
組
当
局
と
総
支
部
の
双
方

で
、
委
託
検
証
検
討
委
貞
会
を

設
け
、
委
託
作
業
の
現
状
に
つ

い
て
の
検
討
を
す
る
中
で
、
様
々

な
矛
盾
が
現
場
で
起
き
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

（
一
）
委
託
業
者
の
多
く
が
短

期
間
で
辞
め
て
行
き
、
再
募
集

が
何
回
も
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、

業
務
の
習
熟
が
出
来
て
い
な
い
。

（
二
）
作
業
内
容
へ
の
理
解
不

足
や
機
器
操
作
の
不
慣
れ
に
よ

る
ト
ラ
ブ
ル
の
多
発
。

（
三
）
機
器
の
清
掃
未
処
理
や

工
具
使
用
等
の
ず
さ
ん
な
実
態
。

（
四
）
故
障
発
見
や
そ
の
修
復

が
直
営
職
員
の
負
担
に
よ
り
行

わ
れ
て
い
る
。

（
五
）
炉
の
立
ち
上
げ
・
立
ち

下
げ
等
、
緊
急
時
の
ト
ラ
ブ
ル

へ
の
対
処
が
、
直
営
職
員
の
献

身
的
な
努
力
に
よ
り
行
わ
れ
、

辛
う
じ
て
プ
ラ
ン
ト
の
安
定
的

な
操
業
が
保
た
れ
て
い
る
。

（
六
）
委
託
作
業
の
現
場
が
、

プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
の
子
会
社

の
職
員
、
複
数
の
派
遣
会
社
か

ら
の
職
員
と
錯
綜
し
て
い
て
、

全
体
の
連
絡
体
制
、
意
思
疎
通

が
取
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
今
年
度
、
東
京
エ
コ
・

サ
ー
ビ
ス
が
受
託
し
た
大
田
工

場
で
は
、
技
術
管
理
係
の
運
転

管
理
等
業
務
委
託
の
指
導
・
委

託
管
理
に
伴
う
日
曜
出
勤
を
巡

り
、
職
場
に
大
き
な
不
満
が
起

き
、
そ
の
「
抗
議
と
要
求
」
の

解
決
に
向
け
て
、
当
該
工
場
の

み
な
ら
ず
、
一
組
全
体
の
対
応

を
求
め
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

特
命
随
意
契
約
を
受
け
な
が

ら
複
数
の
派
遣
会
社
か
ら
の
職

員
が
入
っ
て
い
る
、
工
場
委
託

作
業
の
実
態
は
、
特
命
随
意
契

約
が
満
た
す
べ
き
品
質
を
反
故

に
す
る
も
の
で
あ
り
大
き
な
問

題
で
す
。
年
収
三
〇
〇
万
円
に

届
か
な
い
派
遣
会
社
か
ら
の
職

員
が
次
々
と
辞
め
て
い
く
の
は

当
然
の
こ
と
で
す
。

少
し
で
も
条
件
の
良
い
職
場

が
あ
れ
ば
辞
め
て
い
く
人
達
に
、

仕
事
の
習
熟
や
高
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
求
め
る
こ
と
自
体
が

無
理
な
の
で
す
。

清
掃
工
場
の
委
託
化
が
、
行

政
経
費
の
削
減
を
、
「
人
件
費

の
削
減
」
と
明
記
し
て
目
的
に

し
て
い
る
以
上
、
特
命
随
意
契

約
と
の
関
係
を
ひ
と
ま
ず
お
く

と
し
て
も
、
こ
う
し
た
不
安
定

な
地
位
に
あ
る
人
達
の
雇
用
を

前
提
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の

で
す
。

二
十
三
区
と
一
組
当
局
が
、

格
差
社
会
と
い
わ
れ
る
中
で
、

う
ご
め
い
て
い
る
人
達
の
存
在

を
前
提
に
し
て
行
っ
て
い
る
の

が
、
今
の
清
掃
工
場
委
託
化
の

実
態
で
す
。
こ
の
こ
と
の
是
非

を
、
行
政
の
あ
り
方
と
し
て
真

剣
に
考
え
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
次
に
工
場
の
委
託
化
と

技
能
・
技
術
の
維
持
・
継
承
と

の
関
係
で
す
。

先
に
一
組
が
出
し
た
「
人
材

育
成
計
画
」
の
中
で
述
べ
ら
れ

て
い
る
一
組
の
現
状
分
析
は
、

我
々
一
組
総
支
部
の
こ
の
問
題

に
対
す
る
認
識
と
、
驚
く
ほ
ど

変
わ
り
ま
せ
ん
。
労
使
が
殆
ど

同
じ
捉
え
方
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
委
託
に
よ
り
直
営

の
職
務
分
野
が
狭
ま
る
の
に
、

技
能
・
技
術
の
維
持
・
継
承
を

図
る
こ
と
な
ど
不
可
能
で
す
。

そ
の
必
要
性
を
認
識
し
な
が
ら
、

片
や
委
託
を
進
め
る
と
い
う
の

は
矛
盾
し
て
い
ま
す
。

次
々
と
工
場
の
委
託
化
を
進

め
る
一
組
の
未
来
に
希
望
が
持

て
な
い
と
考
え
て
、
多
く
の
ベ

テ
ラ
ン
の
職
員
が
東
京
都
に
戻

り
、
区
か
ら
の
派
遣
職
員
の
固

有
職
員
化
も
進
ま
な
い
の
で
す
。

工
場
の
委
託
化
が
正
に
一
組
の

人
材
を
細
ら
せ
て
い
る
と
言
え

ま
す
。

更
に
工
場
の
委
託
化
と
経
費

削
減
と
の
関
係
で
す
。

一
組
の
管
理
者
に
就
任
し
た

多
田
区
長
会
会
長
は
都
政
新
報

紙
上
で
、
こ
れ
か
ら
の
清
掃
事

業
の
課
題
と
し
て
、
「
各
区
の

負
担
を
ど
う
減
ら
す
か
に
尽
き

る
。
そ
れ
が
清
掃
問
題
の
最
終

命
題
。
」
と
発
言
さ
れ
て
い
ま

す
。工

場
の
委
託
化
が
、
小
泉
政

権
の
最
中
で
「
官
か
ら
民
へ
の
」

掛
け
声
の
下
、
そ
の
効
果
と
そ

れ
に
よ
り
失
わ
れ
る
側
面
と
の

検
討
が
、
二
十
三
区
は
も
と
よ

り
、
一
組
当
局
に
お
い
て
も
、

十
分
に
吟
味
、
咀
嚼
さ
れ
た
結

果
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
と
は

到
底
思
え
な
い
の
で
す
。

「
財
政
計
画
」
に
よ
れ
ば
、

経
営
改
革
プ
ラ
ン
の
計
画
期
間

の
三
年
間
で
、
工
場
の
委
託
化

に
よ
り
削
減
さ
れ
る
経
費
を
約

二
億
二
千
万
円
と
見
積
も
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
額
が
、
技
能
・

技
術
の
維
持
・
継
承
を
危
う
く

し
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
下
げ
、
区
派
遣
職
員
の
固
有

化
の
意
思
を
萎
え
さ
せ
、
直
営

職
員
の
正
に
献
身
的
な
努
力
に

よ
り
、
辛
う
じ
て
緊
急
事
態
で

の
プ
ラ
ン
ト
操
業
が
維
持
さ
れ

て
い
る
、
今
の
委
託
工
場
の
現

実
に
見
合
う
効
果
な
の
で
し
ょ

う
か
？

先
の
新
潟
県
中
越
沖
地
震
で
、

柏
崎
刈
羽
原
発
が
停
止
し
た
こ

と
に
伴
い
、
大
田
工
場
で
は
周

波
数
継
電
器
の
作
動
に
よ
り
東

電
か
ら
の
本
線
停
止
、
そ
れ
に

同
期
し
て
い
た
タ
ー
ビ
ン
発
電

機
の
停
止
が
重
な
り
、
工
場
全

停
電
に
至
り
ま
し
た
。
こ
の
緊

急
事
態
に
つ
い
て
は
、
直
営
職

員
の
献
身
的
な
努
力
に
よ
っ

て
復
旧
が
出
来
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
一
方
で
、
自
主
財

源
の
確
保
と
し
て
打
ち
出
し
た
、

三
十
一
億
五
千
万
円
に
も
及
ぶ

廃
棄
物
処
理
手
数
料
の
改
定
は
、

区
長
会
の
了
解
が
得
ら
れ
ず
、

「
財
政
計
画

改
定
版
」
で
は

あ
っ
さ
り
と
引
っ
込
め
て
い
ま

す
。工

場
の
委
託
化
で
得
ら
れ
る

と
す
る
経
費
削
減
額
の
十
倍
を

超
え
る
財
源
で
す
。

処
理
経
費
に
見
合
っ
た
コ
ス

ト
の
負
担
を
求
め
る
こ
と
は
、

行
政
と
し
て
当
然
の
事
で
す
。

処
理
手
数
料
の
改
定
こ
そ
、

再
度
強
く
区
長
会
に
働
き
か
け

る
べ
き
で
す

経
費
削
減
を
言
う
な
ら
ば
、

現
状
と
将
来
を
見
据
え
た
、
ご

み
処
理
量
に
見
合
っ
た
清
掃
工

場
の
操
業
計
画
の
見
直
し
に
よ

り
、
工
場
の
委
託
化
に
相
当
す

る
経
費
な
ど
、
簡
単
に
削
減
で

き
る
は
ず
で
す
。

多
く
の
区
に
、
現
状
の
清
掃

工
場
の
ご
み
処
理
能
力
と
搬
入

さ
れ
る
ご
み
量
の
乖
離
（
か
い

り
）
に
問
題
意
識
を
も
っ
て
い

る
区
議
会
議
員
が
い
ま
す
。

練
馬
区
の
あ
る
区
議
は
、
自

ら
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
継
続
的

に
こ
の
間
題
を
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
清
掃
工
場
の
委

託
は
、
新
規
開
設
工
場
の
直
営

に
よ
る
運
営
を
確
保
す
る
た
め

に
、
人
員
の
増
員
は
行
わ
な
い

と
す
る
、
区
長
会
と
の
約
束
が

あ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

来
年
度
、
新
た
に
工
場
の
委

託
化
が
提
起
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
、
内
容
の
全
く
違
っ
た

も
の
と
な
り
ま
す
。
言
わ
ば
、

「
委
託
の
た
め
の
委
託
」
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
明
確
な
委
託

化
の
根
拠
が
希
薄
な
も
の
と
な

ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

経
営
改
革
プ
ラ
ン
で
は
「
三

年
間
の
計
画
期
間
中
に
、
七
つ

の
清
掃
工
場
で
運
転
業
務
等
の

委
託
を
行
う
。
」
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
間
、
私
た
ち
の
強
い

反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
四
つ

の
工
場
で
運
転
管
理
等
の
業
務

委
託
が
導
入
さ
れ
、
先
に
申
し

述
べ
た
様
に
、
現
場
で
は
様
々

な
問
題
が
噴
出
し
て
い
る
の
で

す
。今

後
計
画
に
沿
っ
た
委
託
を

導
入
す
る
と
す
れ
ば
、
平
成
二

十
年
度
に
は
三
つ
の
清
掃
工
場

が
そ
の
対
象
に
な
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

「
経
営
計
画
・
財
政
計
画
」

で
、
清
掃
工
場
の
委
託
化
を
経

費
削
減
の
側
面
か
ら
し
か
見
て

い
な
い
の
は
、
大
き
な
誤
り
で

す
。
今
こ
そ
、
冷
静
に
工
場
委

託
化
に
よ
る
損
得
を
見
つ
め
直

す
べ
き
で
す
。

プ
ラ
ン
ト
ト
ー
タ
ル
と
し
て

の
直
営
に
よ
る
操
業
が
確
保
さ

れ
て
こ
そ
、
真
に
安
全
で
安
心

な
清
掃
工
場
が
あ
る
の
で
す
。

「
人
材
育
成
計
画
」
で
明
ら
か

に
し
た
一
組
自
身
の
危
機
感
を
、

事
実
、
そ
し
て
結
果
と
し
て
回

避
す
る
道
は
、
直
営
に
よ
る
清

掃
工
場
操
業
の
確
保
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
経
営
改
革
プ
ラ
ン
を

見
直
し
、
平
成
二
十
年
度
の
清

掃
工
場
の
委
託
を
行
わ
な
い
よ

う
、
強
く
要
請
い
た
し
ま
す
。

当
局
側
：
た
だ
い
ま
、
お
聞
き

し
た
申
し
入
れ
の
主
旨
は
、
上

司
に
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。再

三
申
し
上
げ
て
き
た
こ
と

で
す
が
、
清
掃
工
場
の
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
十

八
年
一
月
に
策
定
し
た
清
掃
一

組
の
「
経
営
改
革
プ
ラ
ン
」
に

お
い
て
、
「
経
営
計
画
の
基
本

方
針
に
基
づ
き
、
三
年
間
で
七

工
場
に
お
い
て
運
転
業
務
等
の

委
託
を
実
施
す
る
。
」
こ
と
を

決
定
し
て
お
り
ま
す
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
経
営
計

画
及
び
経
営
改
革
プ
ラ
ン
は
清

掃
一
組
の
将
来
に
わ
た
る
経
営

方
針
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、

二
十
三
区
と
二
十
三
区
民
の
皆

さ
ん
に
お
約
束
を
し
た
も
の
で

す
。
我
々
と
し
て
は
不
退
転
の

決
意
で
、
そ
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
む
べ
き
も
の
と
承
知
し

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
皆
さ
ん
方
の
苦

汁
の
決
断
と
ご
協
力
に
よ
り
、

整
備
係
一
部
業
務
委
託
、
運
転

業
務
等
の
業
務
委
託
及
び
昼
休

み
時
間
の
搬
入
受
付
の
試
行
等

の
実
現
を
図
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

し
か
し
、
郵
政
や
社
会
保
険

庁
の
問
題
を
出
す
ま
で
も
な
く

行
政
に
対
す
る
改
革
改
善
の
要

求
は
厳
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と

は
、
全
国
の
状
況
を
把
握
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ん
の
方
が
よ
く
ご

存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

私
ど
も
清
掃
一
組
に
つ
い
て

も
、
昨
年
九
月
に
こ
の
よ
う
な

申
し
入
れ
を
受
け
た
際
に
も
、

「
経
営
委
員
会
・
区
長
会
及
び

議
会
等
で
の
意
見
や
指
摘
は
、

運
転
業
務
の
全
面
委
託
等
に
よ

る
委
託
の
拡
大
、
ま
た
は
Ｐ
Ｆ

Ｉ
等
に
よ
る
民
間
企
業
等
に
よ

る
清
掃
工
場
運
営
の
実
現
な
ど

厳
し
い
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
」

と
申
し
ま
し
た
が
状
況
は
ま
っ

た
く
変
わ
っ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、

両
計
画
（
経
営
計
画
・
経
営
改

革
プ
ラ
ン
）
の
も
う
一
つ
の
主

要
な
課
題
で
あ
る
「
清
掃
工
場

の
安
全
で
安
定
的
な
運
営
」
と
、

本
年
三
月
策
定
の
「
人
材
育
成

計
画
」
に
基
づ
く
「
人
材
育
成

と
技
術
の
継
承
」
を
念
頭
に
入

れ
な
が
ら
も
、
当
初
計
画
ど
お

り
二
十
年
度
は
新
た
に
三
工
場

の
運
転
業
務
等
を
委
託
す
る
方

向
で
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

な
お
、
来
年
度
に
つ
い
て
は

運
転
業
務
の
全
面
委
託
、
委
託

管
理
業
務
の
職
員
数
の
見
直
し

等
も
視
野
に
い
れ
た
う
え
で
、

新
た
に
委
託
を
行
う
工
場
の
選

定
、
委
託
範
囲
や
方
法
等
の
検

討
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
近
日

中
に
は
方
針
を
決
定
い
た
し
ま

す
の
で
、
そ
の
後
、
勤
務
条
件

の
変
更
に
関
わ
る
事
項
に
つ
い

て
は
、
皆
さ
ん
た
ち
と
の
協
議

に
入
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、

厳
し
い
判
断
を
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
一
層
の
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
培
っ
た
労
使
の
信

頼
関
係
に
基
づ
い
て
、
十
分
に

協
議
を
尽
く
し
な
が
ら
対
処
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

組
合
側
：
私
た
ち
の
意
向
が
反

映
さ
れ
る
よ
う
再
度
お
願
い
し

ま
す
。
一
組
当
局
の
英
断
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

七
月
三
十
一
日
、
一
組
当
局

に
対
し
、
清
掃
工
場
の
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
反
対
要
請
行
動
を

行
い
ま
し
た
。

そ
の
と
き
に
申
し
入
れ
た
要

請
文
の
中
に
、
有

明
工
場
管
路
収
集

の
見
直
し
項
目
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
つ

い
て
、
有
明
工
場

支
部
よ
り
一
組
総

支
部
に
対
し
、
そ

の
経
過
説
明
を
求

め
ら
れ
、
八
月
二

十
二
日
に
、
山
下

副
委
員
長
以
下
三

名
で
、
有
明
工
場

に
赴
き
、
当
該
支

部
役
員
と
話
し
合

い
、
互
い
の
意
識

に
齟
齬
（
そ
ご
）

が
あ
っ
た
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

今
後
、
関
係
す

る
部
署
に
触
れ
る

と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
事
前
に
十
分

な
話
し
合
い
を
し
て
い
き
、
内

容
の
決
定
を
し
て
い
く
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

東京清掃労働組合の定期大会
が、９月３０日(日）に開催され
ます。時間内組合活動が制限さ
れ、無給職免の扱い、犠牲者救
援資金の取り扱い、予算処理な
ど様々な案件があります。

今回は、本部中央執行委員の
改選期であるために、本部常任
執行委員の推薦を一組総支部と
して行いました。

大島書記長、藤川財政部副部
長、山崎総支部組織部長の順で
立候補の所信表明を行い、参加
執行委員から推薦依頼者への質
問が出された後、全参加支部か
ら意見や要望がありました。

二人の推薦が決定されました。
山崎総支部組織部長（本庁）

大島書記長（本庁）
１６日の午後２時半、選挙運

営委員会に赴き、それぞれの立
候補届けを提出しました。

これにより、一組総支部執行
部の選挙が行われます。

尚、今回行われている自治労
大会で、山﨑英美本部中央執行
委員の自治労へ役員承認が行わ
れる予定です。

工場アウトソーシング問題や、
新規人員採用、予算要求、時間
外の組合活動など、これから問
題が山積しています。

全支部が団結して、要求貫徹
し、勝利していこう。


